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連 合 よ こ は ま

「
第
26
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」
は
的
場
議
長
代
行
、
中

村
武
人
県
議
会
議
員
、
坂
本

勝
司
市
会
議
員
、
中
央
労
金

横
浜
支
店
の
菅
沼
支
店
長
の

4
名
の
始
球
式
で
開
会
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
2
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ

ル
の
個
人
戦
。
優
勝
を
目
指

し
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
中
央
労
金

６
支
店
、
全
労
済
神
奈
川
県

本
部
、
横
浜
労
福
協
、
県
議

団
有
志
・
民
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
会
議
員
団
な
ど
か
ら
賞
品

提
供
を
い
た
だ
い
た
。
成
績

発
表
は
小
田
副
議
長
の
マ
イ
ク

で
進
め
ら
れ
、

歓
声
あ
り
笑
い

あ
り
の
中
、
成

績
を
発
表
す
る

と
と
も
に
賞
品

が
渡
さ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
終
了
と

な
っ
た
。

横
浜
地
域
連
合
は
「
第
26
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
6
月
23
日
（
土
）、「
ソ
プ

ラ
テ
ィ
コ
横
浜
関
内
店
」
に
お
い
て
、
総
勢
73
名
が
参
加
し
、
開
催
し
た
。

メ
ー
デ
ー
式
典
議
長
に
高
橋

卓
也
横
浜
地
域
連
合
議
長
が
選

出
さ
れ
、
進
行
役
を
務
め
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
中
で
連
合

神
奈
川
柏
木
教
一
会
長
は
、「
働

き
方
改
革
」「
賃
金（
春
闘
）」「
民

主
主
義
の
劣
化
」
に
つ
い
て
提

起
し
、「
す
べ
て
の
働
く
者
の

連
帯
で
、『
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア

ゲ
』
と
S
D
G
s
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
を

踏
ま
え
、
様
々
な

課
題
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
訴

え
た
。

来
賓
と
し
て
、

黒
岩
祐
治
神
奈
川

県
知
事
、
林

文
子
横
浜
市

長
、
各
政
党

代
表
な
ど
が

出
席
し
た
。

今
年
度
新

た
に
始
ま
っ

た
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」

の
取
り
組
み

で
は
、
米
や

缶
詰
、
菓
子

な
ど
１
８
１

点
（
総
重
量

41
・
02
㎏
）

の
食
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
食
品
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か

な
が
わ
を
通
し
て
、
県
内
の
福

祉
団
体
に
届
け
ら
れ
る
。

ま
た
今
年
も
「
タ
オ
ル
1
本

運
動
」
が
行
わ
れ
、
約
３
，５

０
０
本
の
タ
オ
ル
が
集
ま
っ
た
。

横
浜
地
域
連
合
は
横
浜
労
福

協
と
共
催
で
ブ
ー
ス
を
開
設
し

た
。「
横
浜
ビ
ー
・
コ
ル
セ
ア
ー

ズ
」
に
よ
る
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

ゲ
ー
ム
や
「
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ

ス
」
に
よ
る
ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ

ゲ
ー
ム
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

「
ボ
デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
を
行

い
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ

た
。
な
お
ゲ
ー
ム
参
加
料
は
今

年
も
復
興
支
援
に
向
け
た
基
金

に
カ
ン
パ
さ
れ
る
。

〝
「
働
き
方
改
革
」
は
働
く
者
の
た
め
に
！

 

す
べ
て
の
仲
間
と
結
集
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
し
よ
う
！
〞

第 89回かながわ中央メーデー

〝〝

方方
改改
革革
」」

者者

〝

方
改
革
」

者

「
第
89
回
か
な
が
わ
中
央
メ
ー
デ
ー
」開
催

横浜地域連合「第26回ボウリング大会」開催！

「
第
89
回
か
な
が
わ
中
央
メ
ー
デ
ー
」
が
4
月
28
日（
土
）、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
・
臨

港
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
連
合
傘
下
の
組
合
員
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
な
ど
諸
団
体
か
ら
約
8
，

6
0
0
人（
主
催
者
発
表
）が
参
加
し
た
。
宣
言
で
は
、「
賃
金
の『
底
上
げ
・
底
支
え
』『
格
差
是
正
』

に
向
け
た
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
子
育
て
、
年
金
、
医
療
・
介
護
の
問
題
、

社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
ん
だ
、
安
心
・
安
全
の
社
会
保
障
制
度
を
確
立
さ
せ
る
た
め
、

職
場
の
声
を
結
集
し
、
そ
の
実
現
に
歩
み
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、今
年
度
新
た
に
か
な
が
わ
勤
労
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

タオル１本運動

始球式

優勝した雨宮端さん（左）

コラム「るーぷ」

私
は
熱
烈
な
ラ
グ
ビ
ー

愛
好
家
で
す
。「O

ne 
for A

ll, A
ll for O

ne

」

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
チ
ー
ム

の
結
束
力
を
高
め
る
な

ど
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て

人
生
に
必
要
な
こ
と
も
学

び
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
れ
ば
メ
ン
タ
ル
的
に
タ
フ
か
、
人
間
性
も
よ
く

見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の
信
頼
感
を
要

求
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
間
同
士
の
深
い
つ
な
が
り
も
感
じ
て
き
ま

し
た
。
試
合
が
終
わ
れ
ば
、
勝
者
も
敗
者
も
な
い
、
い
か
に
立
派

に
戦
っ
た
の
か
、
相
手
の
非
を
必
要
以
上
に
責
め
な
い
、「
ノ
ー

サ
イ
ド
」
の
笛
。
こ
れ
は
い
か
に
も
日
本
的
な
風
土
で
育
ま
れ
た

武
士
道
の
よ
う
な
精
神
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
こ
れ

ま
で
感
じ
て
き
た
様
々
な
経
験
を
組
合
活
動
へ
と
つ
な
げ
た
い
と

熱
い
お
も
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。

議長代行
的場  信也

 順位 氏　　名 出身組織 スコア
 優　勝 雨　宮　　　端 神教協／浜教組 ４０８
 準優勝 小　林　勇　太 自治労／自治労横浜 ３５６
 ３　位 近　藤　　　健 神教協／浜教組 ３５３
 ４　位 八　畠　　　司 東部地区連合／横水労組 ３３５
 ５　位 小　田　泰　司 ＪＡＭ／ボッシュ労組 ３２７ column ”Loop”
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大盛況 ！！　第3回『恋活パーティー』開催 ！
7月14日（土）「第3回恋活パーティー」をホテル横浜ガーデンで開催した。

産別の枠を越え、普段かかわることの少ない他労組の方との出会いの場をつく
り、交流することを目的に、横浜地域連合結成25周年だった一昨年から開催し
ている。今回は男性76名、女性53名、スタッフを入れると約160名が参加した。
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「
連
合
政
令
指
定
都
市
地
域

協
議
会
第
23
回
連
絡
会
議
」は
、

5
月
31
日（
木
）〜
6
月
1
日

（
金
）に
か
け
て
、
全
国
か
ら
約

1
7
0
名
が
参
加
し
、「
ホ
テ

ル
・
ア
ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
堺
」（
堺
市
）
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

大
阪
南
地
域
協
議
会（
以
降
、

大
阪
南
地
協
）
の
牟
田
和
広
事

務
局
長
の
司
会
で
開
会
し
、
は

じ
め
に
開
催
地
協
を
代
表
し

て
、
大
阪
南
地
協
の
清
水
俊
雄

議
長
が
、
連
合
大
阪
南
地
域
と

堺
地
区
の
組
織
や
、
堺
市
と
の

関
係
に
つ
い
て
紹
介
を
交
え
て

挨
拶
し
た
。
続
い
て
来
賓
と
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
竹
田
修
身

堺
市
長
か
ら
「
自
由
・
自
治
都

市　

堺
の
挑
戦
」
と
題
し
て
特

別
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
引
き

続
き
、
勝
真
雅
之
堺
市
世
界
文

化
遺
産
推
進
室
長
か
ら
、
行
政

報
告
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

て
」
と
題
し
、
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
の
歴
史
的
価
値
や
登
録

に
向
け
た
推
進
体
制
、
市
民
の

活
動
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
そ
の
後
北

九
州
地
域
協
議
会
の
遠
藤
禎
幸

事
務
局
長
と
相
模
原
地
域
連
合

の
幸
山
隆
事
務
局
長
か
ら
地
協

報
告
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、

次
回
開
催
地
は
「
相
模
原
市
」

と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
会

議
は
閉
会
し
た
。

第
23
回
連
合
政
令
指
定
都
市
連
絡
会
議（
堺
市
）・

2
0
1
8
年
度
県
外
視
察

過
去
2
回
開
催
し
、
参
加
者
か

ら
好
評
を
い
た
だ
い
た
「
恋
活
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
今
年
も
開
催
し
た
。

五
役
産
別
か
ら
実
行
委
員
が
集
ま

り
、
前
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
反
省
を

踏
ま
え
、
計
画
を
立
て
準
備
を
進

め
た
。
今
年
も
当
初
予
定
し
て
い

た
1
2
0
名
を
上
回
る
1
2
9
名

が
参
加
し
た
。

最
初
は
少
し
か
た
い
雰
囲
気
も

あ
っ
た
が
、
お
い
し
い
料
理
や
お
酒

も
あ
り
、
徐
々
に
打
ち
解
け
て
楽

し
く
会
話
す
る
様
子
が
会
場
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
。
普
段

な
か
な
か
知
り
合
う
こ
と
の
で
き

な
い
他
産
別
・
他
労
組
の
方
と
た

く
さ
ん
出
会
い
、
交
流
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
席
替
え
や
ペ
ア
を

見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
、
告
白
タ
イ
ム
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
る
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

過
去
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
運
命
の
人

と
め
ぐ
り
合
い
、
結
婚
さ
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
情
報
も
。
来

年
度
も
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
ま
た

準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

竹田堺市長による特別講演の様子

5
月
31
日（
木
）〜
6
月
1
日（
金
）に
か
け
て
、
堺
市
で
「
連

合
政
令
指
定
都
市
地
域
協
議
会
第
23
回
連
絡
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
横
浜
地
域
連
合
は
高
橋
議
長
は
じ
め
五
役
、
地
区
連
合
代

表
、
横
浜
市
行
政
担
当
局
他
19
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
5
月
30
日（
水
）に
は
「
2
0
1
8
年
度
県
外
視
察
」

を
行
い
、
大
阪
府
泉
大
津
市
に
あ
る
毛
織
物
メ
ー
カ
ー
「
深
喜

毛
織（
株
）」
を
見
学
し
た
。

深喜毛織の説明を受ける視察団

恋活パーティーの様子

小田実行委員長による乾杯

資料室見学の様子（手前はカシミアヤギの剥製）

工場の様子 挨拶される大阪南地協の清水議長

主催者挨拶をする高橋議長

「深喜毛織株式会社」
2018 年度 県外視察（大阪府泉大津市）

深
喜
毛
織
は
、
毛
織
物
メ
ー

カ
ー
と
し
て
日
本
で
唯
一
、
国
際

団
体
C
C
M
I（
カ
シ
ミ
ヤ
、キ
ャ

メ
ル
製
造
業
者
協
会
）に
加
盟
し
、

原
料
調
合
か
ら
紡
績
、
織
、
染
色

整
理
ま
で
一
貫
生
産
で
き
る
工
場

と
し
て
の
技
術
で
高
級
カ
シ
ミ
ヤ

製
品
を
製
造
し
、
品
質
、
環
境
、

労
働
安
全
衛
生
の
国
際
規
格
取
得

及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
も
取

得
し
て
い
る
。

視
察
で
は
、
冒
頭
深
喜
毛
織
の

創
業
か
ら
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
カ
シ
ミ
ヤ
製

造
3
工
場
（
紡
績
工
場
・
織
工
場
・

仕
上
げ
工
場
）
及
び
資
料
室
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

資
料
室
に
は
、
深
喜
毛
織
の
品

質
と
技
術
の
進
化
の
証
で
あ
る
生

地
サ
ン
プ
ル
が
年
ご
と
に
ま
と
め

ら
れ
保
管
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

毛
織
物
の
発
展
の
歴
史
と
1
2
0

年
を
越
え
る
深
喜
毛
織
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
0
1
8
年
度
の
県
外
視
察
は
、
毛

布
や
服
地
な
ど
大
阪
で
代
表
的
な
羊
毛

製
品
産
地
で
あ
る
大
阪
府
泉
大
津
市
に

お
い
て
、
明
治
時
代
に
創
業
さ
れ
た
カ
シ

ミ
ヤ
な
ど
高
級
素
材
の
紡
毛
及
び
服
地

メ
ー
カ
ー
で
あ
る「
深
喜
毛
織
株
式
会
社
」

を
視
察
し
た
。


